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休診日：日曜・祝日・木/土曜午後　△木/土曜の午前は8：30～13：00

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
8：30～12：30 ○ ○ 第1・3・5 △ ○ △
9：00～11：30
（8：30〜受付） − − 第2・4 − − −

午後 2：30～6：00 ○ ○ ○ × ○ ×
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いせだ脳神経外科・神経内科
　当院では、超電導 1.5T ＭＲＩ装置、ヘリカル CT、
超音波エコーを導入し、脳神経系の疾患に対応いたし
ます。検査は随時受け付け、できる限りその日のうち
に結果説明し、治療を開始いたします。頭痛、めまい、
しびれ、手足の震えなど心配なことがあれば、不安を
かかえたままにせず来院ください。

当院とも連携をして、患者様をサポートしている地域の開業医の先生です。
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小
児
外
科
は
、
外
科
の
な
か
で
も
15
歳
ま

で
を
扱
う
診
療
科
で
す
。
し
か
し
当
院
の
小

児
外
科
は
、
小
児
診
療
の
一
環
と
し
て
小
児

科
と
密
に
連
携
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
り

ま
す
。

　

取
り
扱
う
疾
患
と
し
て
は
嘔
吐
、
下
痢
、

腹
痛
、
血
便
、
便
秘
な
ど
の
消
化
器
病
の
他
、

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）、
陰
嚢
水
腫
、
停
留

精
巣
、
臍
ヘ
ル
ニ
ア
（
出
べ
そ
）、
肛
門
周
囲

膿
瘍
、
裂
肛
（
切
れ
痔
）、
包
茎
、
包
皮
炎
、

舌
小
帯
短
縮
症
、
上
唇
小
帯
短
縮
症
な
ど
の

小
児
外
科
に
特
有
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。
当

科
は
地
元
の
子
ど
も
達
が
外
科
の
病
気
の
た

め
に
、
遠
方
の
病
院
に
行
か
ず
に
す
む
よ
う

地
域
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
舌
小
帯

短
縮
症
と
上
唇
小
帯
短
縮
症
に
関
し
て
は
全

国
で
も
外
来
で
治
療
す
る
施
設
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
口
コ
ミ
で
遠
方
か
ら
も
患
者
さ
ん

が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

　

舌
小
帯
短
縮
症
と
上
唇
小
帯
短
縮
症
を
外

来
で
治
療
す
る
数
少
な
い
病
院
で
す
。
舌
小

帯
短
縮
症
や
上
唇
小
帯
短
縮
症
は
、
舌
や
上

唇
の
裏
側
に
あ
る
膜
組
織
が
引
き
つ
れ
て
い

る
た
め
に
舌
や
唇
の
動
き
が
悪
い
生
ま
れ
つ

き
の
異
常
で
す
（
写
真
）。
そ
の
た
め
赤
ち
ゃ

ん
の
時
期
に
哺
乳
が
上
手
に
で
き
な
か
っ
た

り
、
３
～
５
歳
に
な
っ
て
発
音
が
は
っ
き
り
し

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
日
本
小
児
科
学
会
が

２
０
０
１
年
に
舌
小
帯
短
縮
症
と
哺
乳
は
関

学
校
健
診

　

人
間
の
健
康
を
守
る
た
め
に
様
々
な
「
健

診
・
検
診
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
の

時
に
は
「
〇
〇
ヵ
月
健
診
／
×
×
歳
健
診
制

度
」
や
定
期
予
防
接
種
が
あ
る
の
は
子
育
て

の
真
最
中
あ
る
い
は
子
育
て
経
験
者
な
ら
よ

く
ご
存
じ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
場
合

の
「
健
診
」
は
正
確
に
は
「
健
康
診
査
」
の

略
で
、母
子
健
康
手
帳
（
通
称“

母
子
手
帳”

）

に
は
そ
の
よ
う
な
表
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
が
健
康
に
育
っ
て
い
く
の
を
見
守
り
・

確
認
し
て
い
く
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

一
方
小
学
校
入
学
以
後
成
人
に
至
る
ま
で

の
「
ケ
ン
シ
ン
」
は
【
特
定
の
疾
患
に
罹
患

し
て
い
な
い
か
】
に
力
点
を
置
い
て
い
る
の

で
「
検
診
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
ま
す
。
成

人
で
は
、
が
ん
検
診
・
メ
タ
ボ
検
診
が
職
場

や
地
域
社
会
の
健
康
診
断
の
大
き
な
目
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
１
年
生(

及
び
４
年
生)

・
中
学

校
１
年
生
・
高
等
学
校
１
年
生
時
に
行
わ
れ

る
心
電
図
検
査
は
学
校
心
臓
病
検
診
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
４
月

に
早
朝
尿
を
採
っ
て
学
校
に
届
け
て
検
査
す

る
の
は
腎
臓
（
及
び
泌
尿
器
科
）
病
検
診
の

た
め
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
次
・
二
次
・
三
次

検
診
が
あ
り
、
有
病
者
は
「
学
校
生
活
管
理

指
導
票
」
を
学
校
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
喘
息
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
よ
る
事
故
も
発
生
し
、
該
当
者
は
事

前
に
書
類
の
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
院

は
６
月
で
開
設
４
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
４

月
か
ら
は
、
小
児
科
で
は
、
病
気
の
治
療
の

み
な
ら
ず
、
乳
児
・
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・

小
中
学
校
生
徒
の
保
健
活
動
に
力
を
入
れ
、

杏
林
大
学
小
児
科
の
ご
支
援
を
得
て
各
分
野

の
専
門
医
師
を
配
置
し
、
各
疾
患
の
治
療
と

保
健
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。
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当
院
小
児
科
医
の
専
門
分
野
紹
介

担当医師 診療時間疾　患　名

喘息・食物アレルギー疾患

低身長・甲状腺などの内分泌疾患

神経・筋肉疾患・てんかん

能 勢

瀧 浦

宮 田

水曜日 午後

木曜日 午後

金曜日 午前

担当医師 診療時間疾　患　名

新設される小児科医療

小児外科疾患 伊 藤

佐 藤

山 田

羽 田

福 原

木 下

澤

水曜日 午後

水曜日 午後

要予約

要予約

心疾患（心雑音・不整脈・胸痛など）

新生児疾患

発達障害と予防接種

膠原病

小児心身症

腎疾患（尿検査異常・夜尿症・排尿障害など）

担当医師 診療時間疾　患　名

従来からの小児科医療

※小児の骨・関節・筋肉・腱疾患と側弯症は整形外科で診療します。写真： 新生児（左）と幼児（右）の舌小帯短縮症

小
児
診
療
の
一
環
と
し
て
小
児
科
と
密
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

舌小帯短縮症と上唇小帯短縮症を外来で治療する数少ない病院です。

当院は地元の子ども達が外科の病気のために、遠方の病院に行かず
にすむよう「地域貢献」を目指しています。

係
が
な
い
の
で
治
療
の
必
要
は
な
い
と
い
う

声
明
を
出
し
た
た
め
、
小
児
科
医
や
助
産
師

が
こ
の
病
気
に
関
心
を
示
さ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
欧
米
で
は

母
乳
栄
養
が
推
奨
さ
れ
、
舌
小
帯
短
縮
症
や

上
唇
小
帯
短
縮
症
の
早
期
治
療
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
も
、
舌
小
帯
短
縮
症
と
上

唇
小
帯
短
縮
症
は
早
い
時
期
に
治
療
し
た
方

が
良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
歳
以
下
で
あ
れ
ば
舌
小
帯
や
上
唇
小
帯

は
局
所
麻
酔
で
切
開
で
き
る
の
で
外
来
治
療

で
済
み
ま
す
。
３
歳
過
ぎ
で
は
原
則
と
し
て

全
身
麻
酔
で
形
成
手
術
を
行
う
の
で
入
院
が

必
要
で
す
。
現
在
、
毎
月
20
名
前
後
の
手
術

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
舌
や
上
唇
の
裏
に
膜

が
あ
り
、
舌
が
ハ
ー
ト
形
、
哺
乳
が
下
手
、

滑
舌
が
悪
い
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

ど
う
ぞ
ご
相
談
下
さ
い
。

伊藤 泰雄 Yasuo Ito
慶応義塾大学医学部卒業後、杏林大学医学部

小児外科教授・名誉教授を経て、現職。

２３

小児科　小児外科
伊藤 泰雄小児外科部長 新

設
小
児
科
医
療
と
従
来
小
児
科
医
療
。

　
幅
広
い
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。



　

こ
の
度
、
当
院
で
は
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
本
格
的
に
が
ん

診
療
を
開
始
し
ま
す
。
今
や
日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）

に
罹
患
し
、
三
人
に
一
人
が
が
ん
で
命
を
落
と
す
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
高
齢
者
の
が
ん
患
者
が
増
加
し
、
住
居
の
近
く
で
の
が
ん
医
療
の
実
践
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
と
呼

ば
れ
る
地
域
の
病
院
で
の
が
ん
治
療
が
広
く
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で

は
、
薬
物
療
法
や
放
射
線
療
法
を
主
体
と
し
て
、
が
ん
専
門
病
院
や
都
内
の

大
学
病
院
と
連
携
し
地
元
で
の
高
度
な
が
ん
医
療
を
展
開
し
ま
す
。

　

近
年
が
ん
薬
物
療
法
の
領
域
で
は
、
従
来
か
ら
の
化
学
療
法
薬
に
加
え
、

分
子
標
的
薬
、
免
疫
チ
エ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
な
ど
の
新
規
薬
剤
が
続
々
と

登
場
し
、
治
療
成
績
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、
保
険
診

療
が
認
め
ら
れ
て
い
る
最
先
端
の
が
ん
治
療
を
地
元
で
受
け
ら
れ
る
体
制
を

作
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
特
に
、
高
齢
者
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
、
が
ん
だ
け

で
は
な
く
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
多
く
の
併
存
疾
患
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
各
診
療
科
と
協
力
し
て
、
総
合
的
な
が
ん
診

療
を
目
指
し
ま
す
。

す
る
た
め
に
も
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
そ
の
都
度
確

認
し
、
解
決
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
、
少
し
で
も

早
く
仕
事
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
緊
張
感
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
や

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
目
標
を
見
つ
け
、
そ

れ
に
向
け
て
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
４
月
１

日
に
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院
に
入
職
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
人
と
し
て
初
め
て
の
勤
務
で
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
社
会
人
に
な
れ
た
こ
と
を

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
暫
く
の
間
は
病
院

の
こ
と
や
仕
事
内
容
を
覚
え
る
こ
と
で
精
一
杯
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
内
容
を
理
解

　

専
門
学
校
を
卒
業
し
、
診
療
情
報
管
理
士
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
医
事
課
と

医
師
診
療
支
援
室
で
、
３
か
月
間
研
修
し
ま
す
。

　

患
者
様
と
接
す
る
こ
の
２
つ
の
部
署
で
の
研
修

は
、
病
院
で
働
く
上
で
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
診
療
情
報
管
理
士
と
し
て
医
師
や
多
職
種
の

方
と
連
携
し
て
い
く
た
め
に
も
受
付
け
業
務
を
通

し
、
聞
き
取
る
能
力
や
説
明
す
る
能
力
を
身
に
つ

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
請
求
の
仕
組

み
に
つ
い
て
も
詳
し
く
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
し
な
い

よ
う
「
確
認
す
る
」
こ
と
を
心
が
け
、
積
極
的
に

質
問
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
１
日
の
業

務
を
振
り
返
り
、
覚
え
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

復
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
吸
収
し
、
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
月
か
ら
５
階
Ａ
病
棟
の
新
人
看
護
師
と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
期
待
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
九
州
よ
り
上
京
し
ま
し
た
。
４
月
に
は

満
開
の
桜
の
中
で
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
新
入
職
員

の
仲
間
達
と
共
に
素
晴
ら
し
い
入
職
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病
院
で
の
勤
務
に
気
持
ち

が
高
ぶ
り
、
喜
び
と
同
時
に
不
安
や
緊
張
な
気
持

ち
を
抱
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
方
か
ら
指
導

や
助
言
や
、
同
期
と
支
え
合
い
励
ま
し
合
い
な
が

ら
患
者
様
に
対
し
て
日
々
全
力
で
看
護
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
、
よ
り
愛
さ
れ
る
病
院
に
な

る
た
め
に
私
自
身
も
素
直
さ
と
向
上
心
を
持
っ
て

成
長
し
、
良
質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
日
々

努
力
し
ま
す
。
患
者
様
や
ご
家
族
の
心
の
支
え
に

な
れ
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ONCOLOGY CENTERNEW

地域に根ざしたがん医療を目指して
オンコロジー（腫瘍）センター長　佐々木康綱

「
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
新
設
」保
険
診
療
が

認
め
ら
れ
て
い
る
最
先
端
の
が
ん
治
療
を

山
内
眞
優
（
薬
剤
師
）

03
宮
本
靖
裕
（
看
護
師
）

01

上
原
美
優
（
診
療
情
報
管
理
士
）

02

時
代
や
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

目
標
を
見
つ
け
た
い
。

患
者
様
や
ご
家
族
の
心
の

支
え
に
な
れ
る
よ
う
に
。

確
認
す
る
こ
と
を
心
が
け

積
極
的
に
質
問
す
る
。

「
夢
と
希
望
」を
胸
に

武
蔵
野
徳
洲
会
で

働
く
こ
と
。

５ ４

Letter
musatoku



こ ち ら リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

　リハビリテーション科では開院から地域の方々との触れ合いを持つ為、出張医療講演を行っており、その際に多くの
お問合せが寄せられます。今日はそのような中から良くあるご質問にお答えしたいと思います。

　多くの方は運動すると体が良くなるというイメージをお持
ちです。しかし、ご高齢の方では運動効果を期待する為に
必要条件を整える必要があります。栄養や睡眠など生活の
基礎となるような事が安定していない状態ですと、運動し
ても体の改善が見込めない場合も現場では多く見受けられ
ます。想像すると、ご飯も食べず体重減少・睡眠取れずに
次の日を迎えた際、病気にかかっていない皆さんでもどうで
しょうか？そのような状況で運動しても疲労が強くなったり、
気持ち悪くなったり、目がまわったりなどの症状に至ってし
まう事もあります。運動の効果がないという趣旨でなく、高
齢だからこそ体に健康貯金が少なく、貯金し難い状態だと
いう捉え方です。普段の生活で行う「食べる」「寝る」「排

泄」をしっかり行える事が大切です。「病気になり健康貯
金の支出を抑えつつ運動していかないと身体は良くなりませ
ん」普段の生活が送れなくなり入院すると、体の健康貯金
を使う事になります。もとのように歩いて自宅に帰るには普
段の生活を見直して健康貯金をしておく事が大切です。　　
　ありがたい事に病院が近くにできて安心との声を地域の
方々から頂いております。当院のリハビリとしては、病気に
ならない為の啓発活動、あるいは病気になっても回復でき
る身体つくりの為の知識を地域の皆さまへ他職種と共に提
供していきたいと考えております。まずは病気にならない事
が大切ですので、健康診断や外来診察での健康チェックに
より自分の身体への理解も深めてみては如何でしょう。

医療スタッフ  ユニフォーム紹介します！
お気軽に

お声掛け下さい！
専門分野の

エキスパートです！

薬剤師

管理栄養士

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

臨床検査技師

臨床工学技師診療放射線技師

Q. 年齢とともに出来る事が減り、体が弱ってきている事を実感します。弱った体は運動　 
    すればもとにもどるのでしょうか？

運動の前に「予防と普段の生活」が大切です。POINT!!

6/3（日）
むさとくフェスティバル
無料開催！ 高齢者向け運動能力検査！
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